レジャー・スポーツ施設等利用補助事業のご案内
登録職員がレジャー施設やスポーツ施設を利用した場合、利用料金のうち
年度間に１回 １，０００円を上限に補助をしています。　
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　年度内に登録職員が利用した国内のレジャー・スポーツ施設利用料が補助の対象です。　　　　

	補助の対象となるものの例
	補助の対象とならないものの例

	○ 映画、コンサート、ミュージカル等の鑑賞料

○ 野球やサッカー等のスポーツ観戦料、大会参加費
○ 美術館、テーマパーク、水族館、観光施設等の入場料

○ スキー場、プール等レジャー・スポーツ施設の利用料
及び施設利用に伴う用具のレンタル料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などは補助の対象です。
	× 家族及び同行者の利用料金

× 飲食、交通、駐車場、宿泊、物品購入費

× 温泉、岩盤浴、マッサージ、エステ利用料

× スポーツ協会、サークル等登録料

× カルチャースクール受講料

などは補助の対象ではありません。　　






①１回の利用料金が１，０００円に満たない場合は、年度内の他の利用料金を合算して請求してください。　
②利用料金の合計が１，０００円に満たない場合でも補助の請求はできますが、請求は年１回を限度とします。

追加の請求はできませんのでご注意ください。



各月の請求者を施設ごとにとりまとめて、次の書類をご提出ください。

1. レジャー・スポーツ施設等利用補助金請求書　
2. チケット半券または利用施設の領収書原本　　〈利用日と金額がわかるもの。コピー不可〉
	・チケット半券及び領収書は利用者の氏名・登録職員番号がわかるようにしてください。
・チケット半券に利用日や利用金額の記載がない場合は、チケットや貼付用紙に利用日を記入し利用金額の分かるパンフレットやホームページ等の資料を添付してください。

・チケット半券や領収書の返却をご希望の方は、「要返却」の付箋を貼ってご提出ください。

・同月に複数人分の請求をされる場合、請求者それぞれの口座への送金はできません。

とりまとめて同一口座（施設、親睦会、請求者の代表等）への送金となります。




令和元年度の施設利用については、令和２年３月３１日（火）までにご請求下さい。〈必着〉
　　　提出の際は、利用日、金額の記載があるかどうかもう一度確認して早めに請求をお願いします。
請求様式等につきましては財団ホームページ様式ダウンロードから出力ください。
職員の皆様への周知についてよろしくお願いいたします。

補助の対象について





① 映画のチケット　８００円＋　


動物園入場料　６００円


→　補助額　1，０００円 





ゴルフプレー代　６，５００円


→　補助額　１，０００円 





② テニスコート使用料　５００円＋　


美術館入館料　４００円


→　補助額　９００円 





補助の請求方法





補助の請求期限








